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パテントフロンティアの開拓に向けて（案）（概要）
（分野別知的財産戦略）

○一製品少数特許
○基礎研究の成果たる基本特許の役割
が大
○欧米が特許出願でリード
○遺伝子組換え生物、再生医療等技術革
新による新市場の開拓が進展
○研究開発にリサーチツール（実験用動
物等）の円滑な使用が不可欠

各分野の特性・現状

○一製品多数特許、権利関係が錯綜化
○要素技術は強いが、これを束ねた共通
基盤技術化は欧米に遅れ
○ソフトウェアを活用したビジネスモデル
の立ち遅れ
○いわゆる「パテントトロール問題」の顕在
化

○政策措置の及ぼす影響が大（ニーズ
指向）
○二つの技術領域
先端的技術－激しい国際競争
地域技術－途上国等の地域ごとのニー
ズへの対応
○優れた技術を有し、世界的にニーズが
高まっているが、国際展開が弱い

○革新的技術シーズを幅広い産業分野
に応用可能（シーズ指向）
○特許化段階では実用化の可能性が見
通しにくい
○基礎研究は欧米に比して優位。ただし、
用途開発では欧米に遅れ
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基本戦略 具体的取組

基本特許（上流）を確保し、
幅広く（下流まで）技術を
押さえる

知的財産を活用して新た
な市場・ビジネスモデルを
切り開く

優れた技術を集約した共
通基盤技術を円滑に利用
する

ベンチャーを含む中小企
業において知的財産を積
極的に活用する

○新技術に対応した権利対象・権利期間の見直し
・遺伝子組換え生物、ＤＤＳの取扱い

○新技術の事業化に係る制度的問題の解消
・ネット検索サービスに関する著作権法の改正

○新たなビジネスモデルに係る知的財産上の問題の
払拭
・ソフトウェアのサービス化に対応した契約ルールの策定

○スーパークリエーターの育成

○基礎研究の戦略的重点化（競争的資金の評価項目に
基本特許の取得可能性の観点を追加）
○大学知財本部・ＴＬＯの機能強化と在り方の見直し
・大学や地域全体の中での役割、体制の見直し

○リサーチツールに係る権利者、ライセンス許諾条件
等の情報提供（リサーチツールデータベースの構築）

○中小企業における知的財産の戦略的活用の促進
○知的財産を活用した資金調達の促進
○中小企業による外国特許出願への支援の拡充
○既存技術の改良による途上国等の地域ニーズへの
対応の支援

○相互利用の枠組み作りの促進（パテントコモンズ、パ
テントプール等）
○国際標準化に向けた取組の強化
・業種別国際標準化アクションプランのフォローアップ

○基本的観点の提示
・正当な権利行使とその濫用の境界の明確化のため
の方向付け

知的財産の権利行使に
ついて、公益性、産業活
力全体の観点にも配慮
する

配慮事項

国際市場への展開を促
進する

○世界特許の実現に向けた取組の強化
○模倣品・海賊版拡散防止条約の早期実現

課題

○大学等が応用研究に傾斜
○産学の仲介機関たる大学知財本部・ＴＬＯの
パフォーマンスが不十分
○特許化されているリサーチツールが円滑に
利用できるか不透明

○イノベーションによる新事業創出への知的
財産制度の対応の遅れ
○新たなビジネスモデルでの知的財産の取扱
いに関するルール、契約が未確立
○クリエイティブな人材の不足

○「共通基盤技術はオープンにし、個別技術を
差別化する動き」が国際的に拡大するも、我
が国の取組に遅れ
○欧米ではさらに基盤技術を標準化し、多くを
グローバルスタンダード化

○知的財産の知識が乏しいが故に高い技術
力を最大限収益化できない
○資金的要因等により活用されない有望な特
許が多い
○国際出願は手続き負担・費用が大
○普及技術導入のニーズが高い途上国等へ
の展開が不十分

○国際展開の遅れ
・我が国のみで特許を取得すると、海外への
技術流出、産業空洞化のおそれ

○模倣品による被害は未だ深刻

○既に日系企業は海外でパテントトロールに
よる被害を受けているが、我が国では対応
の準備がない
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（注） 緑色は分
野横断的戦略
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資料１



制度フロンティア制度フロンティア
の開拓の開拓

技術フロンティア技術フロンティア
の開拓の開拓

市場フロンティア市場フロンティア
の開拓の開拓

更なる拡大

３つのフロンティアの同時追求＝「パテントフロンティアの開拓」
大目標達成に向け、知的創造サイクルを３方向に同時拡大

連続的イノベーション創出による国際競争力の強化大目標

基本理念

知的創造サイクル

事業化

資金
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